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　新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が減少
し、徐々に経済や日常生活が取り戻されてはいるもの
の、南アフリカで検出された新たな変異株「オミクロ
ン株」の伝播が懸念されるなど、新型コロナウイルス
感染症が消滅したわけではありません。
　今後も国や社会の動向を注視し、必要な政策の展開
を視野に入れながら、市民の皆さまの命と健康を守る
ことを最優先とした対策や、ポストコロナを見据えた
取り組みを進め、市民の皆さまが安全で安心して暮ら
せるまちづくりに向けて、着実に施策を実施してまい
る所存であります。

　第 4回定例会　提案理由の説明　（一部抜粋）

　
　
　
　
　
　
　

第
４
回
定
例
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

11
月
30
日（
火
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
の
決
定
、諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、提
案
理
由
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託（
請
願
）

12
月
２
日（
木
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
３
日（
金
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
６
日（
月
）【
本
会
議
】諸
般
の
報
告
、一
般
質
問

　
　
　
７
日（
火
）【
本
会
議
】諸
般
の
報
告
、議
案
質
疑
、委
員
会
付
託

（
特
別
委
員
会
設
置
、委
員
の
選
任
）

　
　
　
　
　
　
　
【
予
算
特
別
委
員
会
】（
正
副
委
員
長
の
互
選
）

　
　
　
８
日（
水
）【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
９
日（
木
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
10
日（
金
）【
経
済
建
設
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
13
日（
月
）【
予
算
特
別
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
16
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、討
論
、採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
員
の
派
遣

等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

令和３年
あ
ら
ま
し

◆第４回（12 月）定例会は、11 月 30 日から 12 月 16 日まで 17 日間の会期で開催さ
れました。
今定例会では、報告２件のほか、条例の改正、補正予算など 15 件が市長から提出され
ました。議案等は、審査の結果、いずれも原案のとおり、可決・承認されました。

　また、一般質問では 10 名の議員が登壇し、市の方針等を質しました。

▼定例会の
　様子は
　こちらから

提案理由の説明をする　鈴木 周也市長

第４回定例会
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■  令和３年第４回行方市議会定例会 付託案件の審査
審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は　８ページをご参照ください。

総
務
委
員
会

行
方
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
り
、
行
政
手

続
等
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政
運
営
の
簡
素

化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
関
係
法
令
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の条

例
で
示
さ
れ
て
い
る
「
情
報
通
信
技

術
」
の
範
囲
は
。

電
子
情
報
処
理
組
織
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
市
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機
等
、
申

請
等
を
す
る
方
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機

等
、
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
も
の
、

シ
ス
テ
ム
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

双
方
で
通
信
が
で
き
て
、
電
話
等
だ
け
で

な
く
、
情
報
の
や
り
取
り
も
で
き
る
よ
う

な
形
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
に
お
け
る
例
規
等

の
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
の
個
人
情
報
関
係
の
例
規
等
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
条
例
の
見
直
し
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
前
回
の
補
正

等
で
委
託
料
を
計
上
し
て
、
来
年
に
つ
い

て
も
そ
の
整
備
を
行
い
、
来
年
度
、
市
の

関
係
部
分
に
つ
い
て
、
該
当
が
あ
れ
ば
、

例
規
の
改
正
を
早
け
れ
ば
９
月
に
は
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
行
方
市
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
12
年
法

律
第
50
号
）
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
派
遣
す

る
こ
と
が
で
き
る
団
体
の
う
ち
、
一
般
財
団

法
人
行
方
市
開
発
公
社
が
解
散
し
、
清
算
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

QA

QA
な
形
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～　議会へ請願・陳情される方へ　～

※　請願書（陳情書）はその要旨、理
由を簡単に分かりやすく書いてく
ださい。

※　提出年月日、請願（陳情）者の住所、
署名又は記名押印してください。

※　請願書は、１人以上の紹介議員が
必要で、表紙に自筆による署名又
は記名押印が必要です。

※　紹介議員がつかないときは、陳情
書としてください。

※　提出方法については、議会事務局
へお問い合わせください。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名又は
記名押印　 印

（表紙例）

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
署名又は
記名押印　　　　　印
行方市議会議長　　殿

（内容例）

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見を直接「議会」に提出する方法です。
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行
方
市
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

増
大
す
る
施
設
維
持
管
理
費
に
対
し
、
受
益
者
負

担
原
則
の
確
保
を
図
り
、
将
来
に
渡
り
安
定
し
た
公

民
館
施
設
、
地
区
館
施
設
、
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設
及

び
陶
芸
室
施
設
の
運
営
を
行
う
た
め
、
当
該
施
設
使

用
料
の
見
直
し
を
行
い
、
ま
た
、
一
部
の
施
設
を
廃

止
す
る
も
の

施
設
の
使
用
料
負
担
の
公
平
性
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

本
市
の
公
民
館
で
は
、
使
用
料
の
収
入
に
対
し

て
維
持
管
理
費
、運
営
費
の
支
出
が
超
過
し
て
お
り
、

そ
の
差
額
約
97
％
以
上
は
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
を
利
用
し
て
い
な
い
人
か
ら
も
税
金

と
い
う
形
で
利
用
料
金
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
た
め
、
利
用
す
る
人
、
利
用
し
な
い
人
の
料

金
負
担
の
金
額
が
大
き
く
乖か

い

離り

し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
検
討
委
員
会
で
負
担
の
公
平
性
を
慎
重
審
議
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
利
用
者
に
料
金
の
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
方
向
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
使
用
料
を
全
額
免
除
と
し
て
い
た
市
内
の

各
種
団
体
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
額
免
除
す
な
わ
ち
無
料

に
し
ま
す
と
二
重
の
補
助
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、
使
用
料
の
負

担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
改
正
し
ま
し
た
。

▼
行
方
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

増
大
す
る
施
設
維
持
管
理
費
に
対
し
、
受
益
者
負

担
原
則
の
確
保
を
図
り
、
将
来
に
渡
り
安
定
し
た
文

化
会
館
の
運
営
を
行
う
た
め
、
当
該
施
設
使
用
料
の

見
直
し
を
行
う
も
の

教
育
厚
生
委
員
会

▲

付託案件の審査

行
方
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
令
和
３
年
政
令
第
２
２
２
号
）
が
令
和
４
年
１
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

出
産
育
児
一
時
金
の
金
額
等
、
近
隣
の
自
治
体

の
状
況
は
。

国
民
健
康
保
険
も
社
会
保
険
も
、
全
国
一
律
の

金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鹿
行
管
内
等
に
つ
い
て

も
、42
万
円
と
い
う
制
度
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
出
産
に
か
か
る
費
用
は
都
市
部
と
地
方

で
は
差
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
国
や
県
、
市
で
検

討
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

Q

A

A

【改正の主な内容】
〇施設使用料の見直し
　・行方市各地区
　　学習センター使用料
　・公民館使用料
　・地区館使用料
　・行方市陶芸室使用料
〇施設の廃止
　・行方市大和地区館
　・行方市小高地区館
▶施行日：令和４年４月１日

【改正の主な内容】
〇施設使用料の見直し
　・行方市文化会館
　　施設使用料
▶施行日：
　令和４年４月１日

行方市文化会館
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▲

付託案件の審査

あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」、
天
王
崎
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
及
び
行
方
市
北
浦
荘
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第

２
４
４
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、同
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
決
を
求
め
る
も
の

■
指
定
管
理
者

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
２
丁
目
18
番
８
号

　
　
　
株
式
会
社

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役

中
村

幸
治

■
指
定
期
間

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
管
理
者
に
よ
る
施
設
の
使
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

市
か
ら
出
し
た
要
求
水
準
書
に
基
づ
き
、
指
定

管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
運
用
、
管
理
業
務

に
つ
い
て
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

行
方
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
（
２
件
）

道
路
法
（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
10
条

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
８
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
も
の

　
　
路
線
廃
止
の
理
由
は
。

（
麻
）
３
９
６
号
線
に
つ
い
て
は
、
草
木
が
生

い
茂
っ
て
お
り
、
道
路
の
形
状
も
確
認
で
き
ず
、

地
元
で
も
利
用
さ
れ
て
い
な
い
道
路
で
あ
る
た

め
。（
北
）
３
７
８
４
号
線
に
つ
い
て
は
、
北
浦

小
学
校
の
現
在
の
管
理
地
の
中
に
含
ま
れ
て
お

り
、
道
路
と
し
て
の
利
用
は
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
た
め
。

▼
行
方
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
（
４
件
）

道
路
法
第
10
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
も

の▼
行
方
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
１
件
）

道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を

求
め
る
も
の

経
済
建
設
委
員
会

行方市北浦荘

あそう温泉「白帆の湯」

天王崎観光交流センタ―

QQ AA



■  各委員会への 付託が省略された議案

▼
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
対
策
特
別
委
員
会
設

置
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
１
１
２
条
及
び
委
員
会
条
例
第

６
条
に
基
づ
き
、
旧
麻
生
町
地
域
が
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
早
急
な
過
疎
地
域
か

ら
の
脱
却
及
び
地
域
活
性
化
の
た
め
の
対
策
、
過

疎
債
の
有
効
か
つ
持
続
的
効
果
の
あ
る
施
策
等
に

つ
い
て
、
必
要
な
事
項
の
調
査
・
検
討
及
び
提
言

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
特
別
委
員
会
の
設
置

を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　
　
土
子

浩
正

副
委
員
長　
　
藤
﨑

仙
一
郎

委　
　
員　
　
大
原

功
坪

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

裕

　
　
　
　
　
　
　
髙
野

市
郎

　
　
　
　
　
　
　
中
城

か
お
り

▼
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議

員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

当
選
人　
　
岡
田

晴
雄

議
員
発
議

選
挙

追
加
議
案
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▼
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
１
件
）

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

に
つ
い
て

一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、

地
方
自
治
法
第
２
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
等

※
詳
細
は
９
ペ
ー
ジ

　インターネット（パソコン、スマホ）
では、録画中継をしています。
　現在、平成 29 年第２回定例会から
令和３年第３回定例会までがご覧にな
れます。準備が整い次第、第４回定例
会も公開いたします。

なめがたネット放送局を検索し、市議会録画中継へ

本会議の様子を「なめがたエリアテレビ」にて、
生中継しています。



■  本会議において 賛否が分かれた議案

理
者
が
妥
当
で
あ
る
と
委
員
会
に
お
い
て

判
断
し
た
た
め
、
賛
成
。

過
疎
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
等
、
本
市
全
体
ひ
い
て
は
全
国
の
自
治

体
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
麻
生
地
区
の
委
員
６
人
の
み
な
ら

ず
、
市
議
会
と
し
て
全
員
を
も
っ
て
、
過
疎

の
問
題
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

■  議案賛否一覧表
（賛成＝○、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－、議長＝■）

賛否が分かれた
議案と賛否結果

１

中
城
か
お
り

２

伊
勢
山
仙
寿

３

髙
野

市
郎

４

阿
部
孝
太
郎

５

藤
﨑
仙
一
郎

６

小
野
瀬
忠
利

７

栗
原　
　
繁

８

土
子

浩
正

９

貝
塚

俊
幸

10

鈴
木　
　
裕

11

宮
内　
　
守

12

髙
橋

正
信

13

小
林　
　
久

14

髙
木　
　
正

15

大
原

功
坪

17

髙
栁
孫
市
郎

18

岡
田

晴
雄

賛
否
結
果

議案 第 79 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × ■ 可決

議案 第 81 号 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × ■ 可決

発 議 第 ５ 号 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 × ■ 可決

※議長は通常、表決に加わりません。
※棄権は表決する権利を行使しなかった場合です。（棄権は退席を含みます。）

No.66
行方市議会だより7

コ
ロ
ナ
禍
の
う
ち
は
、
公
民
館
や
学
習
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
生
涯
学
習
施
設
は
無
料
開
放

す
べ
き
と
考
え
る
た
め
、
使
用
料
を
値
上
げ

す
る
条
例
に
は
反
対
。

指
定
管
理
者
の
決
定
の
経
緯
に
不
透
明
な

点
が
残
る
。
こ
れ
で
は
行
政
が
丸
投
げ
し
て

い
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
開
か
れ
た
議

会
を
作
る
た
め
に
も
、
も
う
少
し
情
報
を
開

示
し
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る
。

委
員
会
に
お
い
て
は
数
々
の
質
疑
が
あ
っ

た
が
、
最
終
的
に
は
全
員
一
致
で
採
択
と

な
っ
た
。
今
後
、
こ
の
３
つ
の
施
設
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
指
定
さ
れ
た
指
定
管

行
方
市
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」、
天
王
崎

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
行
方
市
北
浦

荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議案
第79号

議案
第81号

発議
第５号

可決可決

可決

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
対
策
特
別
委
員

会
設
置
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
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■  令和３年第４回行方市議会定例会 提出議案議決結果
《市長提出議案》

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告第 14 号 専決処分の報告について
（損害賠償の額を定め、和解することについて） ― ―

報告第 15 号 専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度行方市一般会計補正予算（第９号について））

原案承認
（全会一致） 予算特別委員会

議案第 76 号 行方市個人情報の保護に関する条例等の一部を改正する
条例について

原案可決
（全会一致） 総務委員会

議案第 77 号 行方市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決
（全会一致） 総務委員会

議案第 78 号 行方市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 79 号 行方市学習センター条例等の一部を改正する条例について 原案可決
（賛成多数） 教育厚生委員会

議案第 80 号 行方市文化会館条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 81 号 あそう温泉「白帆の湯」、天王崎観光交流センター及び行
方市北浦荘の指定管理者の指定について

原案可決
（賛成多数） 経済建設委員会

議案第 82 号 行方市道路線の廃止について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 83 号 行方市道路線の変更について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 84 号 行方市道路線の認定について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 85 号 令和３年度行方市一般会計補正予算（第 10 号）について 原案可決
（全会一致） 予算特別委員会

議案第 86 号 令和３年度行方市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
（全会一致） 予算特別委員会

議案第 87 号 令和３年度行方市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
（全会一致） 予算特別委員会

議案第 88 号 令和３年度行方市水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決
（全会一致） 予算特別委員会

議案第 89 号 令和３年度行方市下水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決
（全会一致） 予算特別委員会

議案第 90 号 令和３年度行方市一般会計補正予算（第 11 号）について 原案可決
（全会一致） ―

《議員提出議案》
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

発議第５号 過疎地域持続的発展対策特別委員会設置に関する決議について 原案可決
（賛成多数） ―

《その他の議案》
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

選挙第３号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の補欠選挙について
別表のとおり当選

（当選者名は
６ページに掲載）

―

※■色が付いたものは賛否の分かれた議案です。



No.66
行方市議会だより9

■  補正された予算（令和３年度）

※追加議案以外の補正予算は、予算特別委員会に付託されました。

■  補正された予算（令和３年度・追加議案）

議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

報告第15号
一般会計（第９号）

1,810万２千円 増額
（170億673万５千円）

〇専決処分の承認を求めることについて
・茨城県議会議員補欠選挙費　/　1,810万２千円

原案承認
（全会一致）

議案第85号
一般会計（第10号）

９億4,672万３千円 増額
（179億5,345万８千円）

・ふるさと応援寄附金募集事業　/　3,206万円
・スマートモビリティ活用推進事業　/　333万9千円
・財政調整基金積立金　/　２億4,111万９千円
・減債基金積立金　/　２億1,471万１千円
・行方市公共交通システム事業基金積立金

　/　3,441万２千円
・障害者福祉サービス事業　/　１億427万９千円
・新型コロナウイルスワクチン接種事業

　/　１億7,451万4千円
・事業者経営支援金　/　△1,125万円

など　

原案可決
（全会一致）

議案第86号
国民健康保険

特別会計（第１号）

34万５千円 増額
（46億3,934万５千円） ・職員給与費　/　34万５千円 原案可決

（全会一致）

議案第87号
介護保険

特別会計（第１号）

保険事業勘定
8,073万１千円 増額

（39億3,873万１千円）

・介護保険システム改修委託料　/　36万３千円
・国庫支出金等償還金　/　6,528万３千円
・一般会計繰出金　/2,333万４千円　　など 原案可決

（全会一致）介護サービス事業勘定
377万１千円 増額

（847万１千円）

・新予防給付ケアマネジメント事業　/　91万７千円
・一般会計繰出金　/　285万４千円

議案第88号
水道事業会計

 （第２号）

【収益的収入】30万円増額
（９億7,164万５千円）
【収益的支出】627万４千円減額
（８億4,451万６千円）

【収益的収入】
・他会計補助金　/　30万円
【収益的支出】
・職員給与費　/　△627万４千円

原案可決
（全会一致）

議案第89号
下水道事業会計

（第１号）

【収益的収入+資本的収入】
516万６千円増額

（12億4,927万４千円）
【収益的支出+資本的支出】
516万６千円増額

（14億8,742万２千円）

【収益的収入+資本的収入】
・他会計補助金　/　516万６千円
【収益的支出+資本的支出】
・職員給与費　/　516万６千円

原案可決
（全会一致）

議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第90号
一般会計（第11号）

2億1,984万円1千円　増額
（181億7,329万9千円）

【歳入】
・国庫補助金　/　2億1,307万1千円
・繰越金　/　677万円
【歳出】
・子育て世帯への臨時特別給付金　/　2億1,125万円
・市単独臨時特別給付金　/　675万円

その他事務費等

原案可決
（全会一致）
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スマホで読める！議会だより
デジタルブック配信しています

※　デジタルブックの配信は発行日の 10 日後となります。

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読めます。
○ 10 言語で読めます。
○音声読み上げもできます。
○文字サイズを調整できます。
　※ブラウザは音声読み上げに対応しておりません。
　　音声読み上げには無料アプリ（カタポケ）の
　　インストールが必要です。
　　詳細は下記をご覧ください。

無料アプリ『カタポケ』
このアイコンが目印です。




